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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 45 ha

平成 28 年度　～ 平成 32 年度 平成 28 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

店 H25 H32

％ H26 H32

人 H26 H32

都道府県名

計画期間 交付期間

大目標：人の流れと人のつながりを創造する「はちのじ」まちづくりの推進
目標１:歴史に触れ、人に触れ、のんびりと快適に散策できる空間の創出
目標２:中心市街地における都市機能の向上と安心・安全の地域づくり

・西予市宇和町卯之町は、藩政時代に宇和島藩唯一の在郷町、宿場町として栄え、現在でも江戸時代中期から戦前にかけての伝統的町並みが残されている。町並みに多く残存する古い民家や商家は現代となった今でも人々が居住し生
活基盤として機能し続けている。また、四国八十八カ所の四十三番札所明石寺もあり、遍路道としても長い歴史を持つ。この一帯は、昭和48年愛媛県により「宇和文化の里」に選定され、文化の里整備としてハード的な整備から町並
みを中心としたイベント開催などソフト的な事業を実施してきた。それとともに、県の文化施設の誘致を積極的に行い平成６年愛媛県歴史文化博物館が建設され、平成９年には現存する小学校校舎の中で西日本最古級といわれる開明
学校が国重要文化財に指定されるなど、「宇和文化の里」が着実に認知されつつある。
また、長年の着実な町並み保存の活動が認められ、平成21年には文化庁から「重要伝統的建造物群保存地区」の選定を受けたところである。
さらには、地形・地質等の自然遺産や歴史・文化遺産が本市のいたる場所に現存していることから、平成25年に日本ジオパークの認定を受け、現在では、四国西予ジオパークとして本市全体を大きく4つのエリア（北部宇和海エリア、
肱川上流エリア、黒瀬川エリア、四国カルストエリア）に分け、見所のＰＲを行っている。
このように卯之町は歴史・文化に基軸をおいたまちづくりの重要な柱の一つとして位置づけられている。
・現在までに平成16年４月に西予宇和Ｉ．Ｃ．が設置され四国横断自動車道 大洲―宇和間が開通したことを受け、バスによる来訪に対応すべく、本地区に訪れる際の主要幹線道路である国道56号沿いに大型バス用の駐車場を整備して
きたところである。
また、地域商業拠点の役割と同時に、宇和文化の里への動線の一部をなしている商店街においては、老朽化したインターロッキング舗装の再整備や夜間の通行の安全確保及び夜の町並み景観向上の一環として街路灯整備を行ってき
た。
なお当地区は、遍路道があり歴史的街道を有していることから国土交通省四国地方整備局により「新四国のみち」に指定され、「新四国のみち」宇和地区整備推進協議会を設立して、平成15年３月に整備計画を策定している。整備計
画により地区内のルートを５つに分け、それぞれに応じた快適な歩行者空間の整備、分かり易い誘導システムの整備、利用促進や維持管理のための仕組みづくりなど道路整備の計画について示しており、現在、整備計画に基づき整備
を行っているところである。

愛媛県 西予市 卯之町
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・本地区では、現在までに大型バスの駐車場整備や本地区を回遊するための動線である商店街の景観舗装整備及び街路灯整備を行ってきた。これらの整備により、主要観光施設における来館者数が増加し、また商店街エリアの歩行者
数も増加するなど限られたエリアにおいては一定の効果があったと考えられる。しかしながら、商店街全体や周辺の歴史・文化施設と一体となった活用をより一層図るため、案内板の整備や商店街の空き店舗対策等が必要である。
・交通結節点であるJR卯之町駅は、駅前交差点の見通しの悪さ、タクシー乗降場の利便性の悪さ、歩行者動線の不連続性等が課題となっている。来街者にとって回遊の起点であることから、まちの玄関としての景観整備が求められて
おり、交流空間、情報発信機能等のより一層の機能向上が必要となっている。
・今後は、市役所第一別館跡地(現在は仮駐車場）と併せて、これらのスペースも活用した卯之町駅前の整備を図るとともに、JR卯之町駅、卯之町商店街、重要伝統的建造物群保存地区が、個々に情報発信をするのではなく、これら３
つのエリアを共通のテーマ等でつなげることによって、より回遊性や魅力のあるまちづくりとしていくことが求められている。
・また、本地区内の卯之町の町並み（重要伝統的建造物群保存地区）は、四国西予ジオパークのジオポイントの一つにも位置付けられている。ジオパークについては、ホームページやパンフレット等により、その情報発信や周知に努
めてきたところであるが、本市全体がジオパークとなっていることもあり、それらの歴史や見所等の情報を集約して発信できる場所が存在していなかった。
　このため、ジオポイントにも近く、人が多く集まる交通結節点を活用したさらなるジオパークの情報発信の機能向上が求められている。

豊かな風土の中で、歴史文化的町並みと現代的な都市施設が調和し、歴史と文化と人が交歓するまち
・西予市都市計画マスタープラン（平成19年3月）においては、卯之町駅周辺を西予市の拠点地域として、伝統的町並みの保全・整備、歴史と伝統文化をテーマとするまちづくりの推進、中心市街地活性化のための事業推進、新市街地
形成の検討を行っていくとしている。
・卯之町駅前づくり基本方針（卯之町駅前づくり市民検討委員会：平成25年10月）において、市役所第一別館跡地を含めた駅前広場の整備と西予市全域への回遊の起点となりうる魅力ある駅前づくりを掲げている。
 これらを踏まえて、卯之町「はちのじ」まちづくり推進委員会において、平成26年度に『卯之町「はちのじ」まちづくり基本構想』を策定した。ここでは、歴史・文化や教育を充実させる「文教のまち」、また、日々の暮らしを大切
にする「日常的な生活のまち」を基本目標に掲げており、JR卯之町駅、卯之町商店街、重要伝統的建造物群保存地区の3つのエリアを「はちのじ」を描くように回遊性を高めるとともに、来訪者と地域住民との交流を目指したまちづく
りが示されている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

54
（現状維持）

卯之町駅前広場に関する満足度 住民アンケート調査による駅前広場に関する満足度
交通結節点である駅前広場の整備により、都市機能の向上に対
する住民満足度を把握する。 60.5 67

宇和地区の商店街の空き店舗数 宇和地区における商店街の空き店舗数
商店街は地域住民における生活用品や来訪者における地元産品
の購入機会を得る場所でもあることから、賑わいの空間を確保す
るために空き店舗区画の減少を図る。
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33,000
（現状維持）

宇和文化の里入館者数
宇和文化の里（米博物館・開明学校・民具館・先哲記念館）
の入館者数

来訪者に対する回遊性の向上に向けた環境整備や安全に回遊で
きる環境整備を図ることにより、歴史・観光施設等への入館者の
増加へと繋げる。

33,726



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○ これまでの町並み保存活動
昭和48年愛媛県により「宇和文化の里」に選定された事に始まり、行政として各文化施設のハード的な整備を開始し、昭和60年「文化の里設置及び管理に関する条例」の制定、平成５年「宇和町中町町並み保存地区保存対策費補助金交付要綱」の策定（条
例，補助金交付要綱いずれも新市に引継）を行い、その他各種イベントの企画を行っている。その後、平成21年に文化庁から「重要伝統的建造物群保存地区」の選定を受け、本格的な保存対策を進めているところである。行政とは別に、住民側も歴史・文
化・空間をトータルに捉える伝統的町並みの保存意識が高まり、昭和58年地区内住民により「宇和町中町を守る会」が結成された。現在は「卯之町町並み保存会」が活動を引き継ぎ、町並み保存に自主的かつ積極的な活動を展開しており、これまで町並み
保存に大きな一役を担ってきている。

○ 中心商店街活性化について
各種イベントやプレミアム商品券の発行に始まり、商店街・商工会が中心となり特産品の開発なども行っている。現在、販売経路の確立に向けて、計画を進めているが、一方で特産品のみならず、宇和を広く知って貰う手段としてホームページやＳＮＳの運
用、活用を図りながら、西予市や宇和の魅力を発信している。
○ 官民連携のまちづくりについて

平成25年に、先導的官民連携支援事業の採択を受け、西予市「はちのじ」まちづくり構想検討調査を実施した。
また、商工会、観光協会、学校等の様々な団体と市が事務局となった卯之町「はちのじ」まちづくり推進委員会において、意見交換、ワークショップを行い、『卯之町「はちのじ」まちづくり基本構想』を平成26年度に策定し、平成27年度から事業を進めている。

方針に合致する主要な事業

整備方針１（歴史に触れ、人に触れ、のんびりと快適に散策できる空間の創出）
●駅を起点としてた歩行者のネットワーク化と観光案内機能の充実を図る。
・歴史施設、重要伝統的建造物保存地区に誘導し、さらには本市のジオパークの魅力を発信するために駅前にジオパークセンターを整備するとともに、観
光ルートにおいて、統一した観光案内板の整備を図る。
　また、回遊の際の休憩スペースとして利用できる広場の確保やトイレ整備を図る。

●歴史的な町並みを有する重要伝統的建造物保存地区に相応しい景観整備を図る。
・駅前からの主動線となる市道旧町地区326号線の無電柱化、駐車場の景観整備、商店街の利活用対策を行う。

・観光交流センター（ジオパークセンター） （基幹事業／高次都市施設）
・案内板整備（基幹事業／地域生活基盤施設）
・中町広場整備（基幹事業／地域生活基盤施設）
・バリアフリートイレ整備（基幹事業／高質空間形成施設）

・市道旧町地区326号線無電柱化事業（基幹事業／高質空間形成施設）
・駐車場整備（基幹事業／地域生活基盤施設）
・空き店舗改修（提案事業／地域創造支援事業）

整備方針２（中心市街地における都市機能の向上と安心・安全の地域づくり）
●ＪＲ卯之町駅の機能向上を図る。
・駅前と市庁舎第1別館跡地の一体的な活用により、ＪＲ卯之町駅における交通結節点としてのアクセス性の向上、まちの顔となる景観向上を図る。
　また、人々が集まる交流空間の確保やより一層の機能向上として、サテライト図書館の整備を図る。

●重要伝統的建造物群保存地区における防災機能の向上を図る。
・重要伝統的建造物群保存地区は、歴史ある建物が集積していると同時に、そこで住民が生活している場所であることから、耐震性貯水槽の設置により地
域住民の安全確保と歴史資源の保全を図る。

●商店街の空き店舗を改修し、チャレンジショップとして活用し、商店街への集客を図る。

・駅前広場整備（基幹事業／地域生活基盤施設）
・駅前広場整備（駐輪場）（基幹事業／地域生活基盤施設）
・市道旧町地区212号線整備（基幹事業／道路）
・卯之町駅自由通路整備（基幹事業／道路）

・中町広場（耐震性貯水槽）（基幹事業／地域生活基盤施設：地域防災施設）

・空き店舗改修（提案事業/地域創造支援事業）

・



市町村決定計画及び市町村施行国道等事業に関する事項 ※該当がない場合は本シートをつける必要はない

市町村決定計画
都市施設及び市街地
開発事業の種類

決定/変更 名称 その他必要な事項 変更の概要
都市再生整備計画の
公告（予定）年月日

都市計画の決定又は
変更の期限

道路 変更 3・5・3駅前通り線 幹線道路・２車線・６０ｍ 駅前の交通広場整備による 平成28年4月予定 平成30年度（予定）
道路 決定 8･7･1卯之町駅自由通路 特殊街路・２ｍ・ 平成28年4月予定 平成30年度（予定）

市町村施行国道等事業

路線名道路の種類 新設又は改築の内容



都市再生整備計画の区域

　卯之町地区（愛媛県県西予市） 面積 45 ha 区域
宇和町卯之町一丁目の一部、宇和町卯之町二丁目の一部
宇和町卯之町三丁目の一部、宇和町卯之町四丁目の一部
宇和町下松葉の一部

四国横断自動車道 

西予市役所 

ＪＲ卯之町駅 

宇和文化会館 

宇和体育館 

宇和町小学校 

宇和中学校 

愛媛県歴史 

文化博物館 

開明学校 宇和先哲記念館 

宇和米博物館 

県
道
鳥
坂
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和
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西予宇和Ｉ．

Ｃ 

県道宇和明高山線 

重要伝統的建造物群 

保存地区 



（参考図面）

計画の名称 1 卯之町地区 都市再生整備計画

計画の期間 平成28年度　～　平成32年度　（5年間） 愛媛県西予市交付対象


